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議事 

１．2020年度教育報告 

１）カリキュラム評価 

（１）講義評価総括 

単位認定試験結果の平均は 70～80点以上であり、学習目標は達成できた。COVID-19による影響

で、多くの授業がオンラインと対面を組み合わせた授業方法となったが、学生による講義評価の

平均は昨年度より上昇した。学習環境に応じて授業方法を工夫した結果であると考える。 

 （２）実習評価総括 

オンラインや学内での実習となったクールもあったが、科目評価結果の平均点は全て 80点以上

であり、目標は達成できた。臨地実習とオンライン・学内実習を比較すると、学生による実習科

目評価は臨地実習の方が高い。実習環境に制限が生じた場合でも学生の学習目標が到達できる

よう支援していく。 

 ２）卒業時のカリキュラムに関する満足度調査 

平均 3.3、昨年より大幅に上昇した。看護実践者育成について専門的な知識が身に付くことや、

オンライン授業でもできる限りの工夫をし、講義や実習ができたことについての満足度が高か

った。 

 ３）自己点検・自己評価 

学校運営は例年通り概ね適切と評価した。主体的な学生の育成やや看護教員能力開発プログラ

ム運用システム化が今後の課題である。 

 ４）看護学校運営目標評価 

  教員ひとりひとりが看護教育能力開発プログラムに応じて努力した。今後も引き続き職員一丸

となってよりよい学校づくりをめざしていく。 

【審議事項】 

・COVID-19 による感染管理をしっかり行い、学生の行動制限等もある中、学生による講義評価の

平均点が昨年以上であり、満足度も高いことは評価できる。これらを参考として、引き続き感染

対策の対応を実施して欲しい。 

・卒業時のカリキュラムに関する満足度調査の平均は昨年度と比較して上昇しているが、教員に



対して改善を求める意見が気にかかる。大型校に移行して、学生数が増えたことにより生じる

教員と学生、教員と教員のコミュニケーション不足に対する不満等の表明ではないかと思われ

る。限られた人数であることで教員のストレスなど非常に厳しい状況ではあるが、学生に寄り

添える教育を引き続きお願いする。 

 

２．2021年度教育計画について報告 

 １）教育計画、学科進度、実習計画 

 ２）講師一覧 

 ３）看護学校運営目標 


